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改訂学習指導要領がめざす「主体的で対話的な深い学び」を実現する「考察・研究型社会科授業」 

のために、資料館や公文書館の資料はどのように活用されるべきか。 

                        

石黒 隆一 （石狩市教育委員会学校教育主事）     

 

１．泉氏からの質問 

事務局 泉亮子氏が、国立公文書館の研修Ⅱに参加 

学習指導要領が改訂され、小学校から高校まで、また生涯学習にもつなげて、資料館や公文書館の資

料を使用した歴史学習が順次開始されるとの講義を受講。 

歴史の学習方法が従来の全国画一的な暗記中心型から、地域史学習も含む資料館や公文書館の資料

を使用した考察・研究型に変わるという説明を受ける。 

このことに関して、泉氏が講義内容について本懇話会で報告。 

関連して、「教育委員会や市内の学校で、既に話題になっているか、具体的にどのように指導するか

といった検討はなされているのか」という趣旨の質問を受けた。 

 

２．学習指導要領改訂に係る各学校の現状と教育委員会事務局の見解  

教育委員会では 2 月に、各学校から、学校評価と関係者評価および次年度学校経営方針に関するヒア

リングを実施し、指導助言を行っている。 

学習指導要領改訂に関しては、「主体的で対話的な深い学び（アクティブ・ラーニング）」、「特別な教

科・道徳の実施」、「小学校 5.6年における外国語活動の教科化」「プログラミング教育」の実施が、各学

校の喫緊の課題となっており、学校評価や学校経営方針にも具体的な検討内容が記載されている。 

「歴史の学習方法を、地域史学習も含む資料からの考察・研究型に変更する方法」が、教育委員会や市

内学校で実際には話題に上る場面は見られなかった。 

このことは、「学びの質の向上」に関わる「主体的で対話的な深い学び（アクティブ・ラーニング）」の

具体的課題であり、学習指導要領移行措置期間の現在、石狩管内教育研究会社会科部会（小）（中）や石

狩市教育振興会社会科部会（小）（中）の専門的な分野では、先行事例が蓄積されている。 

歴史学習の質の向上にとって、資料館や公文書館の資料活用は、重要な鍵を握る可能性を有している。

「公文書館の活用」という文言は改訂高校学習指導の地理歴史編に限定されるが、ここでは「資料館公文

書館等」と、広く解釈した上で、小学校中学校の各画集指導要領社会科の改訂移行措置段階で、学校の現

場でどのような需要が存在するか、本市における先行事例を通して考察する。 

 

３．事例「石狩市教育振興会学校課題研究発表会 中学校社会科授業」 

日時：平成３０年１１月１６日（金）。対象生徒：浜益中学校３年 A組。授業者 相澤智教諭。 

単元：「第３章 現代の民主政治と社会 ３節 地方自治と私たち ３ 地方財政の仕組みと課題」 

（１）授業の概要 

（授業者のねらい・指導案より）私たちの住む石狩市浜益区（旧浜益村）は、2005年（平成 17



年）に厚田村とともに石狩市に編入合併している。自分たちの住んでいる地域を通して、地方財政の

課題について石狩市の財政から考えさせたい。地方財政の課題を考える上で、国とのつながりや、少

子高齢化などの課題についても関連して考え、市町村合併に至った背景から、自分たちの住んでいる

地方自治について、近い将来、主権者として地方自治に関わっていく事を視野に入れ、考えさせてい

きたい。 

（２）市教委からの指導助言と情報提供  

旧浜益村と石狩市の合併をテーマとする授業であるが、教科書にしたがうと本時部分の単元が「地

方財政の仕組みと課題」に相当することになる。授業者は、市役所の財政課や図書館に足を運び、

「財政」に関する資料を集め教材研究を行っていた。 

「財政」に着目して授業を構想したため、当初の指導案の「課題」に対する「まとめ」は「国から

地方公共団体に支出される地方交付税交付金や国庫支出金が減額されることにより、依存財源の割合

が大きい浜益村は、人口減少や少子高齢化が激しいため、村として維持していけなくなるから合併し

た」となっていた。この点については、否定的な要素が強すぎ、「義務教育終了後、生徒が地域を離

れなくてはならないため、生徒の郷土愛を育てる」という浜益の教育方針との齟齬に、授業者自身が

悩んでいた。 

市教委としての事前指導にあたっては、授業者が「本時の目標」に記した「多面的・多角的」のイ

メージの説明として話された「豊富な自然・新たなまちづくり・農水産業の振興」が重要な側面にな

るので、その意図を重視して授業作りを行うよう助言し、次のような行政資料を提供した。 

・「合併まちづくりプラン」石狩市・厚田村・浜益村合併協議会 2004年 

・「合併協議会ニュース」石狩市・厚田村・浜益村合併協議会 2002年 2004年 

・「第 5期石狩市総合計画」石狩市 2018年 「同（案）」2014年 

・「地域の力を結集した浜益小沖揚げ音頭再構築の構想～子供たちの心のよりどころとなる郷土愛の

涵養～」（公教育システム研究）北海道大学大学院教育行政研究グループ 2010年 

 結果的に、以下に示した指導案（本時案）と、生徒のワークシート例から明らかなように、すぐれ

た授業となり、参加者から非常に高く評価される結果となった。 

 

４，授業の実際（本時の学習から） 

 （１）目標 

 ・地方財政の課題や市町村合併に至った背景について多面的・多角的に考え、その過程や結果を適切

に表現している。                      （社会的な思考・判断・表現） 

・地方財政の歳入や地方財政の課題について、統計資料を基に的確に読み取っている。 

（資料活用の技能） 

 （２）展開 

学習内容・学習活動 教師の指導及び支援の手立て・教材 
□評価規準 ■評価方法  
☆研究との関わり 

導
入
５
分 

○前時の復習 
 一問一答式による指名 
 
 
 

○パワーポイントを使って前時の学
習を理解しているか確認する。 

 
 
 

□前時までのことが理解
できているか。 

 
 

 

☆ICT の活用（PP） 
問題 なぜ浜益村は石狩市と合併したのかを考えよう。 



展
開
１
０
分 

○地方公共団体の財政歳入に
ついて読み取る。 

 ・地方税、地方交付税交付金、
国庫支出金、地方債など 

○浜益村と石狩市の歳入の財 
政グラフを比較し特徴につ
いて読み取る。 

 
 
 
○市町村合併が行われてきた 
背景について考える。 

○歳入の内訳とその意味について理
解させる。 

 
 
○浜益村と石狩市の歳入の財政グラ
フを比較させ特徴について気づか
せる。 

○自主財源と依存財源の割合に気づ
かせる。 

○石狩市の住民アンケートと浜益村
の住民意識の違いから市町村合併
に至った背景について考えさせる。 

□資料の読み取りが出来
ているか。 
【資料活用の技能】 

 
 
■発表・プリント 
 
 
 

展
開
２
５
分 

○インターネットでの調べ学 
習を行う上でのキーワード  
や、調べ方を確認する。 

○個人で調べる。 

 インターネットを活用する。 

○ペア―で交流し発表する。 

 ・調べてわかったこと 

 ・参考とした資料の提示 

○全体で発表して交流を行

う。 

 ・調べてわかったこと 

 ・参考とした資料の提示 

○個人で調べる際にどのような資料

があればよいか考えさせる。 

 見たらよいサイトについて助言す

る。 

○ペア―交流が出来るように助言す

る。 

○学び合いができるように助言する。 

○AppleTV を使用し iPad のデータを

TVに映し出す。 

○ICT 機器を使って発表の補助を行

う。 

 

 

 

 

□予想したことや調べた

ことをもとに発表でき

ているか。 

【資料活用の技能】 

【思考・判断・表現】 

■発表・iPadへの保存 

ま
と
め
１
０
分 

○今日の学習のまとめを行う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
○自分たちの住んでいる石狩市の財
政に関心を持たせつつ、近い将来、
主権者として地方自治に関わって
いく事を念頭に置いて考えさせる。 

 

 

５．まとめ・学習指導要領改訂にともなって資料館や公文書館はどのように活用されるべきか 

石狩市教育振興会学校課題研究会の中学校社会科の授業作りから、学習指導要領改訂の趣旨を反映
した「主体的で対話的な深い学び」をめざし、「地域史学習も含む資料からの考察・研究型」の授業が
実際に行われ、学校と教育委員会が連携する事例を紹介した。 
学習指導要領改訂にともなって、授業作りのために学校が資料を必要とし求める場面が大幅に増大

することが予想される。この事例のように、行政資料が求められる場合は、図書館で対応することが困
難なことが予想される。 
こうした場面で、行政資料を一括して管理する部署があり、データが公開されていることは、きわめ

て大きな意義を持っている。 
さらに、個別の学校教育指導やサマーセミナー等の研修機会を通して、教育委員会が学校に対して、

行政資料等の公文書を管理する部署の存在とデータの調べ方を伝え、授業改善の指針として指導する
機会が実現することが望ましい。今後実現すべき課題としたい。 

☆ICT の活用（iPad・書画カメラ） 

☆ICT の活用（iPad） 

☆ICT の活用（PP） 

まとめ 財政状況や少子高齢化の状況から、合併することによって、国の財政支援があるこ

と。住民サービスの向上や産業面の振興に期待ができること。2 村には石狩市には

ない農・水産資源や豊富な自然があり、新たなまちづくりに展望が持てるため。 



【資料：授業で生徒がまとめたワークシート】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


